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世
界
湖
沼
会
議
は
、
一
九
八
四
年
に
発
足
以

来
十
七
年
の
間
に
世
界
各
地
で
八
回
の
会
議
が

開
か
れ
、
今
回
の
会
議
は
い
わ
ば
、
二
十
一
世

紀
初
に
再
び
滋
賀
の
地
で
開
か
れ
た
「
里
帰
り

会
議
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
十
七
年
の

間
、
湖
沼
環
境
を
め
ぐ
る
課
題
に
も
変
化
が
見

ら
れ
る
こ
と
は
、
テ
ー
マ
の
変
遷
を
見
て
も
一

目
瞭
然
だ
。
第
五
回
大
会
当
た
り
か
ら
湖
沼
環

境
の
持
続
可
能
性
（S

u
stin
ab
ility

）
に
関
心

の
重
心
が
移
っ
て
く
る
。
湖
沼
環
境
を
多
世
代

に
渡
り
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
生
態
系
の
問

題
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
制
度
や
文
化
に
ま

で
目
を
広
げ
ざ
る
を
え
な
い
。

今
回
設
け
ら
れ
た
五
つ
の
分
科
会
は
、
第
一

分
科
会
「
文
化
と
産
業
の
歩
み
〜
環
境
共
生
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
考
え
る
〜
」、
第
二
分
科
会

「
環
境
教
育
の
新
た
な
展
開
〜
学
ん
で
・
知
ら
せ

て
・
共
に
活
動
す
る
〜
」、
第
三
分
科
会
「
飲
み

水
と
汚
染
〜
き
れ
い
で
安
全
な
水
を
創
る
」、
第

四
分
科
会
「
水
辺
の
生
態
系
と
く
ら
し
〜
壊
れ

や
す
い
水
と
陸
と
の
接
点
（
エ
コ
ト
ー
ン
）
を

ど
の
よ
う
に
す
る
か
〜
」、
第
五
分
科
会
「
循
環

す
る
水
〜
流
域
で
共
存
す
る
人
と
自
然
」。
こ
の

内
、
第
一
分
科
会
や
第
二
分
科
会
で
、
湖
沼
会

議
の
歴
史
の
中
で
初
め
て
、「
水
の
文
化
」
を
前

面
に
掲
げ
た
分
科
会
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

湖
沼
環
境
問
題
の
検
討
に
な
ぜ
「
文
化
」
の

視
点
が
欠
か
せ
な
い
の
か
。
今
回
の
会
議
の
数

年
前
よ
り
文
化
の
重
要
性
を
強
調
さ
れ
会
議
の

準
備
に
当
た
っ
て
き
た
嘉
田
由
紀
子
氏
（
京
都

精
華
大
学
人
文
学
部
教
授
、
滋
賀
県
立
琵
琶
湖

博
物
館
研
究
顧
問
）
に
お
話
を
う
か
が
う
と
興

味
深
い
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

世界湖沼会議とは
この国際会議は、湖沼に関するさまざまな環境問題に
ついて、研究者、行政、市民などが一堂に会して、問
題解決に向けた取り組みを考えていこうとする会議で、
過去八回、世界各地で開催されてきた。創設の発端と
なったのは、一九八四年に滋賀県が提唱した、世界の
湖沼環境の保全に関する国際会議。この会議の精神は、
国連環境計画（ＵＮＥＰ：United Nations Environment
Programme）の全面的協力を得て、滋賀県が支援をす
る（財）国際湖沼環境委員会（ＩＬＥＣ：International
Lake Environment Committee）というＮＧＯ組織を生
み、その後概ね二年ごとに世界各地で継続開催される
ようになっている。

開催年 開催地　テーマ

1. 1984    滋賀県 人と湖の共存の道をさぐる

2. 1986  アメリカ 巨大湖沼における毒性物質の挙動と
管理

3. 1988    ハンガリー メインテーマ設けず

4. 1990    中国 メインテーマ設けず

5. 1993    イタリア 21世紀に向けた湖沼生態系保全戦略

6. 1995  茨城県 人と湖沼の調和　～持続可能な湖沼と
貯水池の利用を目指して～

7. 1997  アルゼンチン 美しい湖沼環境を次の世代に残
すために

8. 1999    デンマーク 持続的湖沼管理

9. 2001  滋賀県 湖沼をめぐる命といとなみへのパート
ナーシップ　～地球淡水資源の保全と回復の
実現に向けて～

世界の湖沼環境問題にも「文化」の眼差し

2001年11月11日（日）～16日（金）の六日間にわたり、「第９

回世界湖沼会議」が滋賀県大津市で開催された。テーマは「湖

沼をめぐる命といとなみへのパートナーシップ～地球淡水資源

の保全と回復の実現に向けて～」。世界75カ国から約3600名の

参加者が集まった。

会議にとっては、水質・生態系改善が依然として大きな問題

ではあるが、こうした問題を解決するためにも、もはや「水の

文化」を避けて通ることはできないと、水と社会の関わりに関

する二つの分科会が設けられた。
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心
理
的
距
離
を
縮
め
る
の
は

文
化
の
問
題

「
人
と
環
境
の
関
わ
り
に
は
三
つ
の
距
離
が
あ

り
ま
す
」
と
嘉
田
氏
は
言
う
。「
物
理
的
距
離
」、

「
社
会
的
距
離
（
意
思
決
定
を
行
う
時
に
、
ど
れ

だ
け
参
加
し
て
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い

う
距
離
）」「
心
理
的
距
離
」
の
三
つ
だ
。
物
理

的
距
離
が
離
れ
れ
ば
、
社
会
的
距
離
も
離
れ
、

そ
の
結
果
心
理
的
に
不
満
が
高
ま
っ
て
く
る
の

だ
。
例
え
ば
、
膨
大
な
コ
ス
ト
を
か
け
て
上
下

水
道
が
整
備
さ
れ
て
も
、
社
会
的
距
離
が
離
れ
、

心
理
的
距
離
が
離
れ
れ
ば
、
そ
の
利
用
者
は
決

し
て
高
い
満
足
を
感
じ
な
い
。
心
理
的
距
離
が

離
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
無
責
任
を
生
み
、
無

力
感
を
生
む
。
そ
し
て
、
責
任
感
を
も
ち
え
な

く
な
る
。
こ
の
無
力
感
が
現
在
の
社
会
開
発
の

考
え
に
大
き
な
影
を
落
と
し
て
お
り
、
そ
れ
は

社
会
と
し
て
幸
せ
な
状
態
と
は
言
え
な
い
。
生

き
が
い
、
自
己
実
現
な
ど
、
分
野
に
よ
り
表
現

は
異
な
る
が
、
い
わ
ば
「
生
き
る
力
」
を
育
む

こ
と
が
必
要
で
、
環
境
の
問
題
を
考
え
る
に
も
、

実
は
同
じ
こ
と
が
言
え
る
と
い
う
。

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ

の
た
め
に
は
、
心
理
的
距
離
と
社
会
的
距
離
を

近
づ
け
る
こ
と
が
必
要
だ
。
水
の
問
題
で
考
え

れ
ば
、
確
か
に
、
人
と
水
と
の
物
理
的
距
離
は

一
旦
は
離
れ
て
し
ま
っ
た
。
で
も
、
社
会
的
・

心
理
的
距
離
を
縮
め
る
た
め
の
工
夫
は
十
分
に

可
能
。
例
え
ば
、
社
会
的
距
離
を
縮
め
る
に
は
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
方
に
、
意
思
決
定
の
場
面

で
広
範
な
住
民
参
加
を
行
い
、
広
く
多
様
な
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
も
の
ご
と
を
決
め
て
い
く

こ
と
が
大
事
と
な
る
。
つ
ま
り
、
い
か
に
多
く

の
社
会
的
意
思
決
定
の
機
会
に
参
加
し
て
も
ら

う
か
が
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

こ
う
し
た
こ
と
を
行
い
な
が
ら
、
心
理
的
距

離
を
縮
め
る
こ
と
が
必
要
だ
が
、
実
は
そ
れ
が

「
文
化
の
問
題
」
と
な
る
。「
私
だ
っ
て
で
き
る
。

私
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
」
と
い
う
感
覚
。
こ
の

よ
う
に
思
え
る
た
め
に
は
、
自
分
の
暮
ら
す
地

に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
必
要
だ
。
つ
ま
り
、
わ
た
し
の
村
、
わ
た
し

の
家
、
わ
た
し
の
地
域
、
が
ど
の
よ
う
な
場
で

あ
る
の
か
を
確
認
し
な
が
ら
、
愛
着
を
育
ん
で

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
左
右
す
る
の
が

文
化
の
問
題
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。

一
九
九
六
年
に
大
津
で
開
か
れ
た
「
古
代
湖

会
議
」
で
は
、
今
ま
で
生
物
と
水
だ
け
で
語
ら

れ
て
い
た
湖
の
問
題
に
、「
生
物
と
文
化
の
多
様

性
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
持
ち
込
ん
だ
。U

N
E
P

で
も
文
化
の
多
様
性
が
重
要
視
さ
れ
て
き
て
お

り
、「
今
回
の
湖
沼
会
議
で
琵
琶
湖
が
世
界
の
中

で
独
自
性
を
出
し
て
行
く
に
は
、
生
活
と
文
化

の
《
ト
ー
タ
ル
な
》
多
様
性
に
焦
点
を
当
て
る

こ
と
が
大
事
と
思
っ
た
」
と
嘉
田
氏
は
言
う
。

こ
の
結
果
、
今
回
、
約
九
百
あ
っ
た
国
内
外

の
発
表
応
募
で
、
一
番
多
か
っ
た
の
は
水
質
に

関
す
る
も
の
で
約
三
百
、
そ
の
次
が
生
態
系
で

約
百
三
十
、
そ
の
次
が
文
化
に
関
す
る
も
の
だ
っ

た
。
例
え
ば
「
湖
の
宗
教
的
意
味
」
や
、「
汚
濁

物
を
処
理
す
る
た
め
の
文
化
の
問
題
」
等
の
発

表
も
見
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
全
国
各
地
の
市
民

団
体
や
行
政
な
ど
に
よ
る
調
査
発
表
も
数
多
く

見
ら
れ
、
情
報
交
換
の
役
割
も
果
た
し
て
い
た
。

水
の
文
化
を
表
現
す
る

今
回
の
国
際
会
議
で
秀
逸
だ
っ
た
の
は
、「
水

の
文
化
の
表
現
」
の
場
を
設
け
た
こ
と
だ
ろ
う
。

た
と
え
ば
、「
水
の
文
化
を
表
現
す
る
」
と
い
う

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
「
水
の
文
化
楽
習
実
践

レ
ポ
ー
ト
」（
二
ペ
ー
ジ
）
で
も
紹
介
し
た
「
寸

劇：

淳
史
く
ん
の
溜
池
た
ん
け
ん
」
や
「
創
作

狂
言：

琵
琶
の
湖
」「
語
り：

五
十
年
前
の
湖
北

の
暮
ら
し
〜
私
が
母
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」「
寸

劇：

み
ぞ
と
水
文
化
」
が
披
露
さ
れ
た
。

創
作
狂
言
「
琵
琶
の
湖
」
は
、
琵
琶
湖
の
外

来
魚
種
を
テ
ー
マ
に
し
た
演
目
だ
。
在
来
魚
な

ど
に
琵
琶
湖
を
追
い
出
さ
れ
た
外
来
種
の
ブ
ラ

ッ
ク
バ
ス
、
ブ
ル
ー
ギ
ル
が
故
郷
に
戻
る
途
中
、

同
じ
よ
う
に
外
国
を
追
わ
れ
日
本
に
向
か
う
途

中
の
緋
鯉
に
出
会
う
。
三
者
は
、
自
分
た
ち
は

自
ら
の
意
思
で
異
国
に
住
ん
で
い
た
わ
け
で
は

な
い
、
と
人
間
の
身
勝
手
さ
を
批
判
す
る
と
い

う
物
語
だ
。
こ
れ
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
海
外
か

ら
の
参
加
者
か
ら
の
大
き
な
拍
手
を
送
ら
れ
た
。

ま
た
、
歌
手
の
加
藤
登
紀
子
氏
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ

親
善
大
使
）
は
、
琵
琶
湖
に
浮
か
ぶ
沖
島
の
小

学
校
生
た
ち
と
約
九
ヶ
月
に
渡
る
交
流
を
行
い
、

そ
こ
で
の
体
験
を
も
と
に
「
生
き
て
い
る
琵
琶

湖
」
を
作
詞
・
作
曲
、
滋
賀
県
の
小
学
校
生
約

八
十
名
と
謳
い
あ
げ
た
。
と
同
時
に
「
黒
田
征

太
郎
と
い
っ
し
ょ
に
水
を
描
く
」
な
ど
楽
し
い

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
多
数
設
け
ら
れ
た
。

何
も
研
究
発
表
だ
け
が
表
現
の
手
段
で
は
な

い
。
狂
言
も
あ
れ
ば
寸
劇
も
あ
れ
ば
歌
も
あ
り

語
り
も
あ
る
。
で
も
そ
の
基
本
に
は
、
住
民
に

よ
る
自
ら
の
調
査
が
あ
り
、
暮
ら
し
の
問
題
意

識
が
あ
る
。
住
民
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
調
査
が

あ
り
、
住
民
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
愛
着
を
も
っ

た
表
現
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
心
理
的
距
離
を

縮
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
目
に
で
き
た
こ
と
は
大

き
な
収
穫
だ
っ
た
。

会
議
の
最
後
に
ま
と
め
ら
れ
た
「
琵
琶
湖
宣

言
２
０
０
１
」
は
、
湖
沼
環
境
改
善
へ
の
活
動

指
針
で
あ
る
が
、「
水
の
文
化
」
を
意
識
し
た

人
々
が
い
か
に
情
報
を
交
わ
し
、
活
動
を
行
い
、

人
材
を
育
成
す
べ
き
か
と
い
う
、
し
く
み
づ
く
り

の
宣
言
と
し
て
も
読
む
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

かたちにならぬ「水の文化」を残すには？

琵琶湖宣言2001
湖沼は、水資源として重要なだけでなく、各地域の多様な生態系を
維持し、さまざまな文化を育んできた。しかし、「琵琶湖宣言」・「霞
ヶ浦宣言」における決意にもかかわらず、湖沼の多くにおいて環境は
依然として悪化し続け、湖と人との調和した共存関係の崩壊しつつあ
るのが、残念ながら現実である。私たちは、湖沼がかけがえのない存
在であることを再認識し、20世紀のとりわけ先進国型の生産・生活様
式を批判的に見つめ、かつ、発展途上国の置かれた困難な社会経済状
況を認識しつつ、人類と地球の未来のために、湖沼環境を持続可能な
状態に緊急に再生していかなければならない。
第１回世界湖沼会議の精神にのっとり、私たち、すなわち住民・研
究者・芸術家・政治家・学生・行政・ＮＧＯ・企業・メディアなどさ
まざまな主体は積極的に世界湖沼会議に参加し、本会議・自主企画ワ
ークショップ・自由会議・サイドプログラムなどにおける多彩な活動

を通じて議論を深めることができた。その中で提起されたものは、
「生態系の仕組みを重視した湖沼の保全・管理」や「湖沼の保全・管
理と文化・教育との関係」の重要性などである。
私たち第９回世界湖沼会議参加者は、会議の成果と反省を踏まえ、
湖沼にかかわるすべての個人・組織が力を合わせ、以下の事項に重点
をおいて行動することを決意し、ここに宣言する。
1. 湖沼にかかわるすべての個人・組織のパートナーシップの構築と充実
2. 情報の公開と共有、環境教育・環境学習の推進、人材の育成
3. 調査研究とモニタリングの推進
4. 統合的流域管理の推進
5. 国際協力の推進と連帯の確立
6. 資金調達に関する諸方式の検討

2001年11月16日 第９回世界湖沼会議




